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1。緒 言

水球のゲームにおいて、カウンターアタック

(以下カウンター)からのシュートはセットオフ

ェンスシュートやパワープレーシュートに比べる

と発生率は低いものの、一度発生すればその決定

率は最も高いシュートであることが、榎本らoに

よって報告されている。カウンターとは、攻撃権

移行により防御選手よりも攻撃選手の方が多い状

態で敵陣に進入した状態である。

また、日本の高校や大学のレベルではセットオ

フェンスシュートやカウンターからのシュートに

よる得点が多いことが、高木ら2)によって報告さ

れており、国際大会における日本代表のレベルに

おいても、カウンターによる攻撃が他国チームと

比較して高い因子得点を獲得したと、高木ら3)に

よって報告されている。

さらに、対戦チーム間の実力差が大きいと、勝

ちチームではカウンターによる得点が、一方負け

チームでは逆にカウンターによる失点が多くなる

ことが高木らによって報告されており、カウン

ター攻撃の因子得点の高低が、試合得失点差と関

連が高くなることは理解されている。

このようにカウンターはゲーム得点に対して重

要なプレーの内の1つである。このカウンターを

いかに多く出して、得点に結び付けるかがゲーム

の勝敗を大きく左右されると考えられる。

水球競技においては、榎本らが水球競技リア

ルタイムゲーム分析のシステムを開発している。

しかしながら、カウンターの発生要因に関する研

究は詳しくされていない。

そこで、本研究は、高校生レベルと日本のトッ

プレベルの試合場面におけるカウンター発生要因

をいくつかに分類し、その発生要因の割合及び決

定率の違いから、ゲーム得点に対する各々のカウ

ンターの貢献度を明らかにすることを目的とした。

2.研究方法

(カウンターの発生要因の分類をオフェンスフ

アール(アンダーウォーター含む)・パス

ミス・パスカット・シュートミス(バーや

ゴールアウトなど)・オーバータイム・セー

ブ(キーパー・ディフェンス両方)の6つに

絞り込む。

(2)日本選手権の試合のVTRを榎本らの方

法を参考に分析し、カウンター発生場面を

抽出し、6つの要因に振り分けて細分化す

る。

(3)カウンターの発生要因の割合及び得点率を統

計的に処理し、ゲーム得点に対するガウン

ターの貢献度を明らかにする。
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3｡キーワード及び分析シート例

分析シートに記入するキーワードを以下のよう

にシンプルにまとめた。

セ:セット カ:カウンター ア:アーリー

タ:退水ゾーン コ:コーナー

○:ゴール X:ノーゴール ロ:退水誘発

表1 分析シート例

*太字はカウンターによる攻撃

で囲ったのがカウンターの発生要因

4｡結 果

表1 全試合のカウンター分類と決定串(%)

日本選手権

4P:ペナルテイシュート N:ニュートラル

C:カット OT:オーバータイム OF:オフェ

ンスファールやアンダー PM:パスミス

SM:バーやゴールアウトなとのシュートミス

S:GKのセーブやディフェンスのセーブ

上記の内、特に太字のキーワードについてはカ

ウンターの発生要因である。

表2 全試合のカウンター分類と決定率(%)

高校総体

表3 全試合中で勝ったチームの

カウンター分類と決定串(%)日本選手権

表4 全試合中で勝ったチームの

カウンター分類と決定串(%)高校総体
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表5 全試合中で負けたチームの

カウンター分類と決定率(%)日本選手権

4-1 日本選手権

平成15年6月27日(金)~29日(日)に東京体

育館にて行われた、第78回日本選手権大会水球競

技全8試合中、1回戦の2試合を除いた6試合を、

日本のトップレベルとして榎本ら5)6)の方法を参

考に分析した。

表1に「全試合のカウンター分類と決定率」を

示した。最も発生率が高かったカウンターの発生

要因はカット(以下○、カウンター総数の45.6%

(31/68)を占め、決定率も48.4%と高い。続い

てはセーブ(以下S)、発生率は20.4% (14/68)、

決定率も78.6%とかなり高い。3番目にオフェン

スファール(以下OF)、発生率は16.2% (11/68)、

決定率は36.4%であった。

これら3つのカウンター発生要因が非常に大き

な要因となっており、その発生率は82.4% (56/

68)、決定率は53.6% (30/56)、得点率も91%

(30/33)と非常に高い。

また、「日本選手権の総得点中のカウンターに

よる得点率」についても算出した。総得点103点

中、カウンターによる総得点は33点で、カウンタ

ーによる得点率は32%であった。

さらに、ゲーム得点に対するカウンターの貢献

度を明らかにするために、表3より「全試合中で

勝ったチームのカウンター分類と決定率」および

「勝ったチームの総得点中のカウンターによる得

点率」を算出しか。そして、表5より「全試合中

で負けたチームのカウンター分類と決定率」およ

び「負けたチームの総得点中のカウンターによる

得点率」も算出し比較した。

表3より、全試合中で勝ったチームのカウンタ

表6 全試合中で勝ったチームの

カウンター分類と決定串(%)高校総体

-の発生率が高いカウンター発生要因および決定

率は、最も多いのがC(発生率46.9%・決定率

47.8%)、次いでS(発生率20.4%・決定率81.8%)、

3番目にOF(発生率14.3%・決定率42.9%)であ

った。

表5より、全試合中で負けたチームのカウンタ

ーの発生率が高いカウンター発生要因および決定

率は、最も多いのがC(発生率42.1%・決定率

50%)、次いでOF(発生率21.1%・決定率25%)、

3番目がS(発生率15.8%・決定率66.7%)と、

上位2.3位が表3と逆転していた。

もっとも違いが出だのは、カウンター自体の発

生率および、総得点中のカウンターによる得点率

であった。カウンターの発生率については、勝っ

たチーム71.5% (49/68)に対し、負けたチーム

27.9% (19/68)と、約2.5倍の差が出ていた。ま

た、勝ったチームの総得点中のカウンターによる

得点率39.1% (25/64)に対し、負けたチームの

総得点中のカウンターによる得点率は20.5%

(8 /39)と、約2倍の差が出ていた。

4-2 日本高校総体

平成15年8月17日(日)~20日(水)に長崎県

立長崎西高等学校にて行われた、平成15年度全国

高等学校総合体育大会第71回日本高等学校選手権

水泳競技大会水球競技全20試合の内、第9試合・

第13試合・第17~20試合の計ら試合を、高校生レ

ベルの中のトップレベルとして榎本ら5) 6)の方法

を参考に分析した。

表2に「全試合のカウンター分類と決定率」を

示した。最も発生率が高かったカウンターの発生
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要因はC、カウンター総数の42.4% (14/33)を

占め、その決定率は42.9%であった。続いて発生

率が高かったのはSMとSで、発生率は両方とも

18.2% (6 /33)であった。しかし、決定率には

差が見られ、SMは66.7%と高く、Sは33.3%であ

った。

これら3つのカウンター発生要因が非常に大き

な要因となっており、その発生率は78.8% (26/

33)、決定率46.2% (12/26)、得点率も85.7%

(12/14)と非常に高い。

また、「高校総体の総得点中のカウンターによ

る得点率」についても算出した。総得点86点中、

カウンターによる総得点は15点で、カウンターに

よる得点率は17.4%であった。

さらに、ゲーム得点に対するカウンターの貢献

度を明らかにするために、表4より「全試合中で

勝ったチームのカウンター分類と決定率」および

[勝ったチームの総得点中のカウンターによる得

点率]を算出した。そして、表6より「全試合中

で負けたチームのカウンター分類と決定率」およ

び「負けたチームの総得点中のカウンターによる

得点率」も算出し比較した。

表4より、全試合中で勝ったチームのカウンタ

ーの発生率が高いカウンター発生要因及び決定率

は、最も多いのがC(発生率50%・決定率20%)、

次いでSMとSが共に(発生率15%一決定率66.7%)

であった。

表6より、全試合中で負けたチームのカウンタ

ーの発生率が高いカウンター発生要因および決定

率は、最も多いのがC(発生率30.1%・決定率

25%)、次いでSM(発生率30.1%・決定率50%)、

3番目がS(発生率23.1%・決定率O%)と、上

位3つが表5と同じ順序であった。

もっとも違いが出だのは、カウンター自体の発

生率であった。カウンターの発生率については、

勝ったチーム60.6%(20/33)に対し、負けたチ

ーム39.4% (13/33)と、約1.5倍の差が出ていた。

また、総得点中のカウンターによる得点率につ

いては、勝ったチームの総得点中のカウンターに

よる得点率18.9% (10/53)に対し、負けたチー

ムの総得点中のカウンターによる得点率15. 2 %

(5 /33)と、約1.2倍の差が見られた。

5。考 察

5-1 日本選手権と日本高校総体のデータ比較

「全試合のカウンター分類と決定率」

日本選手権においても日本高校総体においても

共通していたことは、Cからのカウンター発生率

が最も高いということであった。その発生率は、

日本選手権45.6% (31/68)に対し、日本高校総

体42.4% (14/33)、決定率も、日本選手権48.4%

(15/31)に対し、日本高校総体42.9% (6 /14)

と、近い値を示した。得点率についても、日本選

手権45.5% (15/33)に対し、日本高校総体40%

(6 /15)と、近い値を示した。カウンターはC

と言ったディフェンスからの飛び出しの早やさが

重要であると清原らによっても報告されてお

り、本研究においても数字として表れた。この値

は、共に6つの発生要因の中で最も高かった。

また、競技特性の似ているハンドボールやバ

スケットボールにおいてもCからのカウンター

発生率・決定率・得点率は共に高い値を示したと

報告されている。

これらのことから、両レベルにおいて共通して

いることは、個人や組織的なレべルでのCといっ

たディフェンスは、カウンターを発生させるため

に重要な要因であり、6つのカウンター発生要因

の中でも最も得点率の高いカウンターにつながっ

ている。つまり、Cからのカウンターがゲーム得

点に最も貢献していると言える。

さらに、総カウンタ一決定率については、日本

選手権48.5% (33/68)に対し、日本高校総体

45.5% (15/33)と、近い値を示した。この総カ

ウンタ一決定率については、本研究とは処理方法

が異なるが、世界のエリートチームにおけるカウ

ンター決定率が67.0±34.07と言うことが榎本ら

によって報告されている。本研究の両レベルの決

定率と比較すると、日本トップレベルで約平均、

高校レベルで平均より若干下に位置し、高校レベ

ルの方が決定力不足である事が分かる。

しかし、総得点中のカウンターによる得点率は

日本選手権32%(33/103)に対し、日本高校総

体17.4% (15/86)と約1.8倍の差が出ていた。

このことから、高校レベルよりも日本トップレ
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ペルの方が、カウンターのゲーム得点に対する貢

献度が高いと言える。

5-2「全試合で勝ったチームのカウンター分類

と決定率」

日本選手権においても日本高校総体においても

共通していたことは、第1項の結果同様Cからの

カウンター発生率が最も高いということであっ

た。その発生率は、日本選手権46.9% (23/49)

に対し、日本高校総体50%(10/20)、決定率も、

日本選手権47.8% (11/23)に対し、日本高校総

体40%(4/10)と、近い値を示した。

また、その得点率については、日本選手権44%

(11/25)に対し、日本高校総体40% (4 /10)

と、近い値を示した。この値は、共に6つの発生

要因の中で最も高かった。

これらのことから、勝ったチームのCからのカ

ウンターについては第1項と同じことが言える。

さらに、総カウンター決定率については、[]本

選手権51% (25/49)に対し、日本高校総体50%

(10/20)と、ほぼ同じ値を示した。 しかし、総

得点中のカウンターによる得点率は日本選手権3

9.1% (25/64)に対し、日本高校総体18.9%

(10/53)と約2.1倍の差が出ていた。

このことから、勝ったチームにおいては第1項

同様､高校レベルよりも日本トップレベルの方が、

カウンターのゲーム得点に対する貢献度が高いと

言える。

5-3「全試合で負けたチームのカウンター分類

と決定率」

日本選手権においても日本高校総体においても

共通していたことは、第1項の結果同様Cからの

カウンター発生率が最も高いということであっ

た。しかし、その発生率は、日本選手権42.1%

(8 /19)に対し日本高校総体30.1% (4 /13)

と、約1.4倍。決定率についても、日本選手権

50%(4/8)に対し日本高校総体25%(1/4)

と、約2倍の差が出ていた。

また、その得点率については、日本選手権50%

(4/8)に対し、日本高校総体20%(1/5)

と、2.5倍の差が出ていた。この値は、日本選手

権については6つの発生要因中で最も高かった

が、日本高校総体については、SM40%(2/5)

に次いで2番目に高い値であった。

これらのことから、負けたチームについては、

両レベルともCからのカウンター発生率が6つの

発生要因の中で最も高いが、比較すると、発生率

も決定率も得点率も日本トップレベルの方が高

く、カウンターを得点に結び付ける技術が高いと

言える。

さらに、総カウンタ一決定率については、日本

選手権42.1% (8 /19)に対し、日本高校総体

38.5% (5/13)と、近い値を示した。しかし、

総得点中のカウンターによる得点率は日本選手権

20.5% (8 /39)に対し、日本高校総体15. 2 %

(5/33)と約1.3倍の差が出ていた。

このことから、負けたチームにおいては高校レ

ベルよりも日本トップレベルの方が若干、カウン

ターのゲーム得点に対する貢献度が高いと言える。

5-4「両レベルにおける勝ったチームと負けた

チームのカウンター発生率・決定率及び得

点率比較」

日本選手権においても日本高校総体においても

共通して、勝ったチームの方が負けたチームに比

ぺてカウンター発生率・決定率・得点率がそれぞ

れ高いことが分った。日本選手権(発生率2.5

倍・決定率1.2倍・得点率2倍の差)。日本高校総

体(発生率1.5倍・決定率1.3倍・得点率1.2倍の差)

であった。

これらは、高木ら3)によっても、勝敗を決定す

る要因として勝ちチーム群が有意に負けチーム群

を上回っている要因の1つとしてカウンターが上

げられると報告されており、本研究においても同

様の結果が得られた。

これらのことから、カウンターがゲーム得点に

対して貢献していることが分り、さらにはゲーム

の勝敗に対しても重要な要因であることが分った。

6.まとめ

本研究においては以下のことが分った。

1.6つのカウンター発生要因の中で、カットか

らのカウンターが日本選手権45.5% (15/33)、
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日本高校総体40% (6 /15)と、共にゲーム得

点に最も貢献している。

2.高校レベルが日本のトップレベルに近づく為

の要因の一つとして、カットなどと言ったディ

フェンスを強化し､カウンターの発生率を上げ、

決定率・得点率を上げることが重要である。

3.日本選手権(発生率2.5倍一決定率1.2倍・得

点率2倍の差)。日本高校総体(発生率1.5倍・

決定率1.3倍・得点率1.2倍の差)と、両レベル

においても勝ったチームの方が負けたチームに

比べてカウンター発生率・決定率・得点率がそ

れぞれ高い。

以上のことから、カウンターはゲーム得点に対

して貢献しており、ゲームの勝敗に対しても重要

な要因であることが分った。


